
株主・投資家の皆様へ

ジーエルサイエンス株式会社と、
テクノクオーツ株式会社が経営統合し、
ジーエルテクノホールディングス株式会社が
誕生しました。

代表取締役社長	 長見 善博（左）

代表取締役副社長	 園田 育伸（右）

　2024年10月1日、ジーエルサイエンス株式会社とテクノ
クオーツ株式会社は経営統合し、共同持株会社としてジーエ
ルテクノホールディングス株式会社を設立いたしました。
　ジーエルサイエンスとテクノクオーツの2社は、同じ創業
者により設立され、共通の経営理念のもとに日本の経済成長
と共に歩み、成長してきました。ジーエルテクノホールディ
ングスは、創立の根本精神や経営理念は継承しつつも、グ
ループ戦略機能を強化し、経営資源の最適配分をこれまで以
上に追求することで、さらなる企業価値の向上に努めてまい
ります。
　私たちが掲げる「人と社会の可能性を触発する」という
ミッションには、世の中に積極的に影響を与え、貢献できる
存在でありたいという思いが込められています。

　私たちの事業はいずれも社会を下支えする重要な役割を
担っており、目立たずとも現代の暮らしに不可欠なテクノロ
ジーを提供しているという自負があります。その技術をグ
ループとして融合し、新たなビジネスモデルの構築も含めた

「枠にとらわれない自由な価値創造」に挑戦していくことで、
唯一無二の“触発する企業”へ進化していきたいと考えてい
ます。
　「Search for a Way — 次のイノベーションのそばに。」
これからも常に妥協することなく、豊かな未来の実現に向け
たアプローチを探求し続けます。
　株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご理解とご
支援を賜りますようお願い申し上げます。

2024年3月期についてはジーエルサイエンス（連結）の実績を掲載しております。
また、2025年3月期に関しては、2024年10月1日に経営統合を行っているため、第2四半期まで計上されていた非支配株主に帰属する当期純利益は、第3四半期
以降、親会社株主に帰属する当期純利益として計上しております。

M A N A G E M E N T  M E S S A G E

2024.10.1▶2025.3.31

第1期のご報告

2 0 2 5

▶�売上高 
（単位：百万円）

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期（見込）

37,148
43,261 44,700

▶�営業利益 
（単位：百万円）

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期（見込）

5,714
6,344 6,680

▶�経常利益 
（単位：百万円）

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期（見込）

6,108 6,626 6,760

▶�親会社株主に帰属する
当期純利益 （単位：百万円）

2024年
3月期

2025年
3月期

2026年
3月期（見込）

3,430
4,064

4,810
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分析機器事業 売上高 19,965百万円

　分析機器事業におきましては、景気の先行きや国際情勢
が不透明な状況が続いている中でも順調に推移しました。
日本国内においては、装置、消耗品ともに幅広い製品群が好
調でした。海外においても、中国経済の停滞の影響を受けつ
つも、液体クロマトグラフ用カラム等の消耗品を中心に堅
調に推移しました。

ジーエルテクノホールディングス株式会社

ジーエルソリューションズ 
株式会社
東京都台東区松が谷1-3-5
上野イーストビルG1
設立 2013年4月

ジーエルサイエンス株式会社
東京都新宿区西新宿6-22-1
新宿スクエアタワー30F
設立 1968年2月

▶ アイシンテック株式会社

▶ 杭州泰谷諾石英有限公司

▶ GL TECHNO America, Inc.

テクノクオーツ株式会社
東京都中野区本町1-32-2
ハーモニータワー12F
設立 1976年10月

▶ 株式会社フロム

▶ 株式会社グロース

▶ 技尔（上海）商貿有限公司

▶ GL Sciences B.V.

▶ GL Sciences, Inc.

世界に広がるジーエルテクノグループ ネットワーク
G L O B A L  N E T W O R K

事業別売上高の概況
S E G M E N T  O V E R V I E W

自動認識事業 売上高 1,982百万円

134 115

2024年
3月期

２０２５年
３月期

対前期比

▲14.4%

営業利益（百万円）

1,836 1,982

2024年
3月期

2025年
3月期

対前期比

+7.9%

売上高（百万円）

半導体事業 売上高 21,313百万円

17,029
21,313

2024年
3月期

2025年
3月期

対前期比

+25.2%

売上高（百万円）

18,281 19,965

2024年
3月期

2025年
3月期

対前期比

+9.2%

売上高（百万円）

3,615
4,167

2024年
3月期

2025年
3月期

対前期比

+15.3%

営業利益（百万円）
1,962 2,045

2024年
3月期

2025年
3月期

対前期比

+4.2%

営業利益（百万円）

　半導体事業におきましては、業界全体の本格的な回復は
2025年後半以降となる見込みですが、今後に向けた新規需
要の掘り起こしや高付加価値製品の開発と拡販、国内外での
増産体制構築の準備を推進しております。豊富な受注残高と
工場の高稼働率を背景に、売上高や営業利益は期初の計画を大
幅に上回ることができました。

　自動認識事業におきましては、入退室セキュリティシステムに関わる入札案件の
後押しもあり、売上高は堅調に推移しました。製品分類別では、ホームセキュリティ
機器向けに加えてバイタルチェック装置向けの導入が進んだ「機器組込製品」、及び
文教向け出欠管理システムやオフィスソリューションシステム向けなどが堅調に推
移した「完成系製品」が貢献しました。

売上高構成比
（2025年 3月期）

▶ TECHNO QUARTZ VIETNAM CO., LTD.

46.146.1%%

49.349.3%%

4.64.6%%
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ジーエルテクノグループのミッション・方針
M I S S I O N • V I S I O N • C O R P O R AT E  M E S S A G E

経営目標
M A N A G E M E N T  G O A L S  f o r  2 0 2 7

Mission
『ミッション』
存在意義

人と社会の可能性を触発する
ジーエルテクノグループは、創業当初より「信頼し合える仲間が集まり、人がこの世に生まれた意義を追求する
こと」を根本精神としており、組織の成り立ち自体が、人がもつ可能性を触発する挑戦でもあったといえます。
自らの成長のみならず、産業や社会の発展の可能性をも触発する存在でありたい。
その思いは今も変わることはありません。私たちは創業の理念を受け継ぎ、その使命に向かって挑戦し続けます。

枠にとらわれない自由な価値創造に挑戦する
ジーエルテクノグループは、創業より半世紀を超える歩みを重ねてきましたが、
前例や既成の事業領域に縛られることなく、グループを構成する一人ひとりが自身で思考しながら、
新しい価値創造に取り組んでいきます。

Vision
『ビジョン』
将来目指す
理想の姿

Corporate
Message

『コーポレート
メッセージ』
企業メッセージ

Search for a Way   
次のイノベーションのそばに。
お客様のために、社会のために。そして自分たちの成長に向けて、
常によりよい手段・手法を探し続けていきます。
いつの時代も科学の発展と人々の暮らしを支え、社会に貢献していきます。

持続的な成長への戦略投資  

　この3か年においては、2027年3月期よりもさらに先の成
長も見据えた設備投資を行ってまいります。分析機器事業で
は、カスタムメイドのガスクロマトグラフの生産能力の増強
を進めています。半導体事業においては、山形県及び福島県の
国内2拠点に新しい生産棟を建設する他、この5月には、ベト
ナムに現地法人を設立し、生産能力のさらなる増強を進めて
まいります。

事業競争力を重視した成長戦略  

　3つの事業セグメントそれぞれについて、各事業環境に対応
しながら成長させていく計画を立てております。分析機器事
業では、海外販売を強化しつつ日本国内においても提案の幅
を広げてまいります。半導体事業においては、生産能力の増強
と並行して新規顧客の開拓にも注力します。自動認識事業に
おいてもスマートフォン対応を進めるなど、昨今の技術トレ
ンドも取り込んだ施策を展開しております。

2019.3－2021.3
2021年3月期実績
売上高	 292億円
営業利益	 38億円
営業利益率	 13.2％
 ROE 	 10.0%

持続的
成長へ

2022.3－2024.3
2024年3月期実績
売上高	 371億円
営業利益	 57億円
営業利益率	 15.4％
 ROE	 10.8%

2025.3－2027.3
新中期経営計画

2027年3月期計画 ▶

売上高	 500億円
営業利益	 77億円
営業利益率	 15.5％
 ROE	  13%以上
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〒163-1130
東京都新宿区西新宿六丁目22番1号　新宿スクエアタワー30階
TEL ： 03-4212-6677（代表）

https://www.gltechno.co.jp

ジーエルテクノホールディングス 検索 ▶

会社情報・株式情報 （2025年3月31日現在）

C O R P O R AT E  I N F O R M AT I O N

● 会社概要
商号	 ジーエルテクノホールディングス株式会社
英文名	 GLTECHNO HOLDINGS, INC.
設立年月日	 2024年10月1日
本社所在地	� 東京都新宿区西新宿六丁目22番1号 

新宿スクエアタワー30階

事業内容	 分析機器事業/半導体事業/自動認識事業
従業員数	� 連結：1,192名（パートタイマーを除く）

● 株主メモ

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

同総会議決権行使株主確定日 毎年3月31日

期末配当金支払株主確定日 毎年3月31日（現在、中間配当は行っておりません）

特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先（郵送先）
〒137-8081 
新東京郵便局私書箱第29号　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部 
TEL 0120-232-711（フリーダイヤル）

公告の方法 電子公告により行う

公告掲載URL
https://www.gltechno.co.jp/ir/shareholders/notice.html 

（ただし、電子公告によることができない事故、その他のやむを得ない事由が生じたとき
は、日本経済新聞に公告いたします。）

● 株式の状況
発行可能株式総数	 50,000,000株
発行済株式総数	 13,040,579株
	 （自己株式640,651株を除く）

株主数 	 4,997名

● 大株主
株主名 持株数（株） 持株比率（％）

ジーエルテクノホールディングス従業員持株会 910,402 6.98

株式会社三菱 UFJ 銀行 582,200 4.46

株式会社島津製作所 580,000 4.45

株式会社山口銀行 538,000 4.13

森　禮子 527,094 4.04

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 445,400 3.42

株式会社みなと銀行 444,000 3.40

東京中小企業投資育成株式会社 425,700 3.26

光通信株式会社 406,200 3.11

公益財団法人世界自然保護基金ジャパン 400,000 3.07

（注）�当社は、自己株式640,651株を保有しておりますが、上記大株主から除いて
おります。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

● 役員（2025年6月24日現在）

代表取締役社長	 長見　 善博
代表取締役副社長	 園田　 育伸
取締役	 梅原　 幸治
取締役 （常勤監査等委員）	 齋藤　 隆広
取締役 （監査等委員）	 永沢 裕美子
取締役 （監査等委員）	 森田　 岳人
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